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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号を入力するための複数の入力ラインと、
　前記入力ラインの映像から背景映像を選択するための背景映像選択手段と、
　前記入力ラインに映像信号を供給する映像再生装置を制御するためのインターフェース
手段と、
　前記背景映像選択手段で選択された背景映像に対して特殊効果を施すための特殊効果手
段と、
　前記特殊効果手段で特殊効果を施された映像信号を外部に出力するための出力ラインと
、
　操作部と、
　記憶手段と、
　制御手段と、
を有し、
　前記操作部は、
　前記背景映像選択手段を制御する操作を行うための操作手段と、
　前記特殊効果手段で施す特殊効果の種類を指定する操作を行うための操作手段と、
　タイムコード値を指定する操作を行うためのジョグダイヤルと、
　前記特殊効果のパラメータとして、画面上で前記特殊効果を施すべき位置を指定する操
作を行うためのパラメータ指定手段と、
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　特殊効果の実行を指示する操作を行うための実行指示手段と
を備え、
　前記制御手段は、
　前記ジョグダイヤルでタイムコード値が指定される毎に、前記インターフェース手段を
介して、該指定されたタイムコード値のフレームの映像を前記映像再生装置に再生させる
とともに、該指定されたタイムコード値と、該指定されたタイムコード値のフレームの映
像に対して前記パラメータ指定手段で指定されたパラメータとを対応させたデータを作成
して、該データを前記記憶手段に記憶させるキーフレーム・タイムライン作成処理と、
　前記実行指示手段で特殊効果の実行が指示されたことに応じて、前記インターフェース
手段を介して、前記映像再生装置に映像を連続的に再生させ、前記記憶手段に記憶された
タイムコード値のフレームの映像に到達する毎に、該タイムコード値に対応して前記記憶
手段にパラメータとして記憶された画面上の位置に前記特殊効果を施すように前記特殊効
果手段を制御するキーフレーム・タイムライン実行処理とを行う
　エフェクトスイッチャー。
【請求項２】
　請求項１に記載のエフェクトスイッチャーにおいて、
　前記キーフレーム・タイムライン実行処理では、前記記憶手段に記憶された２つのタイ
ムコード値の間のタイムコード値のフレームの映像に対し、該２つのタイムコード値に対
応して前記記憶手段に記憶された画面上の位置を補間した位置に前記特殊効果を施すよう
に前記特殊効果手段を制御する
　エフェクトスイッチャー。
【請求項３】
　請求項１に記載のエフェクトスイッチャーにおいて、
　前記キーフレーム・タイムライン作成処理では、前記映像再生装置から再生される映像
に対して、前記パラメータ指定手段で指定された画面上の位置に前記特殊効果を施すよう
に前記特殊効果手段を制御する
　エフェクトスイッチャー。
【請求項４】
　請求項１に記載のエフェクトスイッチャーにおいて、
　前記キーフレーム・タイムライン作成処理では、前記映像再生装置から再生される映像
に対して、前記パラメータ指定手段で指定された画面上の位置に、前記特殊効果を施すこ
となく該位置を識別するためのマークを表示するように前記特殊効果手段を制御する
　エフェクトスイッチャー。
【請求項５】
　請求項１に記載のエフェクトスイッチャーにおいて、
　映像記録装置を制御するためのインターフェース手段
をさらに備え、
　前記キーフレーム・タイムライン実行処理では、前記特殊効果手段から出力される映像
を前記映像記録装置に記録させる
　エフェクトスイッチャー。
【請求項６】
　請求項１に記載のエフェクトスイッチャーにおいて、
　前記パラメータ指定手段は、さらに、位置以外のパラメータとして、画面上で特殊効果
を施す領域の大きさ及び／または特殊効果の程度を指定する操作も行うためのものであり
、
　前記キーフレーム・タイムライン実行処理では、前記位置以外のパラメータも用いて前
記特殊効果手段を制御する
　エフェクトスイッチャー。
【請求項７】
　映像信号を入力するための複数の入力ラインと、
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　前記入力ラインの映像から背景映像を選択するための背景映像選択手段と、
　前記入力ラインに映像信号を供給する映像再生装置を制御するためのインターフェース
手段と、
　前記背景映像選択手段で選択された背景映像に対して特殊効果を施すための特殊効果手
段と、
　前記特殊効果手段で特殊効果を施された映像信号を外部に出力するための出力ラインと
、
　操作部と、
　記憶手段と、
　制御手段と、
を有し、
　前記操作部は、
　前記背景映像選択手段を制御する操作を行うための操作手段と、
　前記特殊効果手段で施す特殊効果の種類を指定する操作を行うための操作手段と、
　タイムコード値を指定する操作を行うためのジョグダイヤルと、
　前記特殊効果のパラメータとして、画面上で前記特殊効果を施すべき位置を指定する操
作を行うためのパラメータ指定手段と、
　特殊効果の実行を指示する操作を行うための実行指示手段と
を備えたエフェクトスイッチャーにおける映像再生装置の制御方法において、
　前記制御手段が、前記ジョグダイヤルでタイムコード値が指定される毎に、前記インタ
ーフェース手段を介して、該指定されたタイムコード値のフレームの映像を前記映像再生
装置に再生させるとともに、該指定されたタイムコード値と、該指定されたタイムコード
値のフレームの映像に対して前記パラメータ指定手段で指定されたパラメータとを対応さ
せたデータを作成して、該データを前記記憶手段に記憶させるキーフレーム・タイムライ
ン作成ステップと、
　前記制御手段が、前記実行指示手段で特殊効果の実行が指示されたことに応じて、前記
インターフェース手段を介して、前記映像再生装置に映像を連続的に再生させ、前記記憶
手段に記憶されたタイムコード値のフレームの映像に到達する毎に、該タイムコード値に
対応して前記記憶手段にパラメータとして記憶された画面上の位置に前記特殊効果を施す
ように前記特殊効果手段を制御するキーフレーム・タイムライン実行ステップとを有する
　エフェクトスイッチャーにおける映像再生装置の制御方法。
【請求項８】
　映像信号を入力するための複数の入力ラインと、
　前記入力ラインの映像から背景映像を選択するための背景映像選択手段と、
　前記入力ラインに映像信号を供給する映像再生装置を制御するためのインターフェース
手段と、
　前記背景映像選択手段で選択された背景映像に対して特殊効果を施すための特殊効果手
段と、
　前記特殊効果手段で特殊効果を施された映像信号を外部に出力するための出力ラインと
、
　操作部と、
　記憶手段と、
　制御手段と、
を有し、
　前記操作部は、
　前記背景映像選択手段を制御する操作を行うための操作手段と、
　前記特殊効果手段で施す特殊効果の種類を指定する操作を行うための操作手段と、
　タイムコード値を指定する操作を行うためのジョグダイヤルと、
　前記特殊効果のパラメータとして、画面上で前記特殊効果を施すべき位置を指定する操
作を行うためのパラメータ指定手段と、



(4) JP 5050424 B2 2012.10.17

10

20

30

40

50

　特殊効果の実行を指示する操作を行うための実行指示手段と
を備え、
　前記制御手段は、
　前記ジョグダイヤルでタイムコード値が指定されたことに応じて、前記インターフェー
ス手段を介して、該指定されたタイムコード値のフレームから連続的に前記映像再生装置
に映像を再生させ、前記パラメータ指定手段でパラメータが指定される毎に、該パラメー
タと、該パラメータが指定されたタイミングでのタイムコード値を示す情報とを、前記記
憶手段に対応させて記憶させるキーフレーム・タイムライン作成処理と、
　前記実行指示手段で特殊効果の実行が指示されたことに応じて、前記インターフェース
手段を介して、前記映像再生装置に映像を連続的に再生させ、前記記憶手段に記憶された
タイムコード値のフレームの映像に到達する毎に、該タイムコード値に対応して前記記憶
手段にパラメータとして記憶された画面上の位置に前記特殊効果を施すように前記特殊効
果手段を制御するキーフレーム・タイムライン実行処理とを行う
　エフェクトスイッチャー。
【請求項９】
　映像信号を入力するための複数の入力ラインと、
　前記入力ラインの映像から背景映像を選択するための背景映像選択手段と、
　前記入力ラインに映像信号を供給する映像再生装置を制御するためのインターフェース
手段と、
　前記背景映像選択手段で選択された背景映像に対して特殊効果を施すための特殊効果手
段と、
　前記特殊効果手段で特殊効果を施された映像信号を外部に出力するための出力ラインと
、
　操作部と、
　記憶手段と、
　制御手段と、
を有し、
　前記操作部は、
　前記背景映像選択手段を制御する操作を行うための操作手段と、
　前記特殊効果手段で施す特殊効果の種類を指定する操作を行うための操作手段と、
　タイムコード値を指定する操作を行うためのジョグダイヤルと、
　前記特殊効果のパラメータとして、画面上で前記特殊効果を施すべき位置を指定する操
作を行うためのパラメータ指定手段と、
　特殊効果の実行を指示する操作を行うための実行指示手段と
を備えたエフェクトスイッチャーにおける映像再生装置の制御方法において、
　前記制御手段が、前記ジョグダイヤルでタイムコード値が指定されたことに応じて、前
記インターフェース手段を介して、該指定されたタイムコード値のフレームから連続的に
前記映像再生装置に映像を再生させ、前記パラメータ指定手段でパラメータが指定される
毎に、該パラメータと、該パラメータが指定されたタイミングでのタイムコード値を示す
情報とを、前記記憶手段に対応させて記憶させるキーフレーム・タイムライン作成ステッ
プと、
　前記制御手段が、前記実行指示手段で特殊効果の実行が指示されたことに応じて、前記
インターフェース手段を介して、前記映像再生装置に映像を連続的に再生させ、前記記憶
手段に記憶されたタイムコード値のフレームの映像に到達する毎に、該タイムコード値に
対応して前記記憶手段にパラメータとして記憶された画面上の位置に前記特殊効果を施す
ように前記特殊効果手段を制御するキーフレーム・タイムライン実行ステップと
を有する
　エフェクトスイッチャーにおける映像再生装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、映像再生装置を制御してその再生映像に特殊効果を施すエフェクトスイッチ
ャー、及び、そうしたエフェクトスイッチャーにおける映像再生装置の制御方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン放送の分野では、エフェクトスイッチャー等の映像特殊効果装置を用いて
、映像に各種の特殊効果を施すことが広く行われている。
【０００３】
　従来の映像特殊効果装置においては、キーフレーム・タイムラインなどと呼ばれる時系
列制御により、例えば画面上で特殊効果を施す位置を時間と共に変化させる処理が可能で
あった（例えば、特許文献１，２参照）。「キーフレーム」とは、予め、特殊効果のパラ
メータ（画面上で特殊効果を施す位置を表すパラメータ等）と、その特殊効果を施すフレ
ーム（映像の一画面）のタイムコードとを対応させたデータである。「タイムライン」と
は、こうしたキーフレームを、タイムコードの時間順に複数並べたデータである。特殊効
果の実行時には、時間の経過に伴い、到達したタイムコードに対応するキーフレームのパ
ラメータを用いて特殊効果を施す。また、対応するキーフレームがタイムライン中に存在
しないタイムコードにおいては、前後のキーフレームのパラメータを補間して特殊効果を
施す。
【０００４】
　また、従来の映像特殊効果装置では、操作者の手前のスペースを節約するため、映像特
殊効果装置を制御するコントロールパネルの付加機能として、ＶＴＲなどの映像再生装置
を制御する機能が設けられている。具体的には、コントロールパネルにＲＳ－４２２イン
ターフェースを設けてＶＴＲ等と通信を行い、コントロールパネルの付加モジュールを使
うかまたは既存の釦をモードを切り替えて使用して、ＶＴＲの各種制御（記録，再生，ジ
ョグ，早送り，巻き戻し，一時停止（静止画）等）を行うことが可能であった。
【０００５】
　ところで、近年、プライバシーの保護が重要となり、テレビジョン放送でも、映像中の
一部分（例えば人物の顔）にモザイクなどの特殊効果を施すことが頻繁に行われている。
そして、映像中の人物などは当然動いているため、映像中の対象物の動きに追随するよう
に特殊効果の位置を制御したいという要望がある。
【０００６】
　従来から、映像中の対象物の動きを追跡する技術も提案されているが（例えば、特許文
献３参照）、実際には、人物の顔のように複雑で時間的に変化する対象を正確に追跡する
ことは困難である。また、特殊効果を施したい対象物自体も映像の場面（シーン）によっ
て変化するため、自動認識により処理させるのは困難である。
【０００７】
　ここで、前述のキーフレーム・タイムラインを用いれば、画面上で特殊効果を施す位置
を、予め指定したように時間と共に変化させることは可能である。しかし、ＶＴＲなどの
映像再生装置に記録された映像に対して、映像中の対象物の動きに追随するように画面上
の位置を指定してキーフレーム・タイムラインを作成しようとした場合、従来の映像特殊
効果装置では、コントロールパネルで映像再生装置を制御する機能はあるものの、こうし
たキーフレーム・タイムラインの作成作業を簡単に行うための機能は存在しておらず、多
くの労力を要していた。
【０００８】
　他方、コンピュータを用いたレンダリング処理によっても、画面上で特殊効果を施す位
置を対象物の動きに追随するように時間と共に変化させることは可能である。しかし、レ
ンダリング処理には一般に時間が掛かるので、ＶＴＲなどの映像再生装置に記録した映像
を記録時と同じ速さで再生しながら、特殊効果を施す位置をリアルタイムに変化させるよ
うなことは不可能である。
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【０００９】
【特許文献１】特開平５－５６３４７号公報
【特許文献２】特開平５－１１０９４５号公報
【特許文献３】特開２０００－１３２６９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上述の点に鑑み、ＶＴＲなどの映像再生装置に記録された映像に対し、簡単
な作業により、その映像中の対象物の動きに追随して、画面上で特殊効果を施す位置を指
定することができ、且つ、記録時と同じ速さで映像を再生しながら、特殊効果を施す位置
をリアルタイムに変化させることができるようにすることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この課題を解決するために、本発明に係るエフェクトスイッチャーは、
　映像信号を入力するための複数の入力ラインと、
　これらの入力ラインの映像から背景映像を選択するための背景映像選択手段と、
　これらの入力ラインに映像信号を供給する映像再生装置を制御するためのインターフェ
ース手段と、
　この背景映像選択手段で選択された背景映像に対して特殊効果を施すための特殊効果手
段と、
　この特殊効果手段で特殊効果を施された映像信号を外部に出力するための出力ラインと
、
　操作部と、
　記憶手段と、
　制御手段と、
を有し、
　この操作部は、
　この背景映像選択手段を制御する操作を行うための操作手段と、
　この特殊効果手段で施す特殊効果の種類を指定する操作を行うための操作手段と、
　タイムコード値を指定する操作を行うためのジョグダイヤルと、
　特殊効果のパラメータとして、画面上で特殊効果を施すべき位置を指定する操作を行う
ためのパラメータ指定手段と、
　特殊効果の実行を指示する操作を行うための実行指示手段と
を備え、
　この制御手段は、
　このジョグダイヤルでタイムコード値が指定される毎に、このインターフェース手段を
介して、その指定されたタイムコード値のフレームの映像をこの映像再生装置に再生させ
るとともに、その指定されたタイムコード値と、その指定されたタイムコード値のフレー
ムの映像に対してこのパラメータ指定手段で指定されたパラメータとを対応させたデータ
を作成して、そのデータをこの記憶手段に記憶させるキーフレーム・タイムライン作成処
理と、
　この実行指示手段で特殊効果の実行が指示されたことに応じて、このインターフェース
手段を介して、この映像再生装置に映像を連続的に再生させ、この記憶手段に記憶された
タイムコード値のフレームの映像に到達する毎に、そのタイムコード値に対応してこの記
憶手段にパラメータとして記憶された画面上の位置に特殊効果を施すように特殊効果手段
を制御するキーフレーム・タイムライン実行処理とを行うことを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明に係る制御方法は、
　映像信号を入力するための複数の入力ラインと、
　これらの入力ラインの映像から背景映像を選択するための背景映像選択手段と、
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　これらの入力ラインに映像信号を供給する映像再生装置を制御するためのインターフェ
ース手段と、
　この背景映像選択手段で選択された背景映像に対して特殊効果を施すための特殊効果手
段と、
　この特殊効果手段で特殊効果を施された映像信号を外部に出力するための出力ラインと
、
　操作部と、
　記憶手段と、
　制御手段と、
を有し、
　この操作部は、
　この背景映像選択手段を制御する操作を行うための操作手段と、
　この特殊効果手段で施す特殊効果の種類を指定する操作を行うための操作手段と、
　タイムコード値を指定する操作を行うためのジョグダイヤルと、
　特殊効果のパラメータとして、画面上で特殊効果を施すべき位置を指定する操作を行う
ためのパラメータ指定手段と、
　特殊効果の実行を指示する操作を行うための実行指示手段と
を備えたエフェクトスイッチャーにおける映像再生装置の制御方法において、
　この制御手段が、このジョグダイヤルでタイムコード値が指定される毎に、このインタ
ーフェース手段を介して、その指定されたタイムコード値のフレームの映像をこの映像再
生装置に再生させるとともに、その指定されたタイムコード値と、その指定されたタイム
コード値のフレームの映像に対してこのパラメータ指定手段で指定されたパラメータとを
対応させたデータを作成して、そのデータをこの記憶手段に記憶させるキーフレーム・タ
イムライン作成ステップと、
　この制御手段が、この実行指示手段で特殊効果の実行が指示されたことに応じて、この
インターフェース手段を介して、この映像再生装置に映像を連続的に再生させ、この記憶
手段に記憶されたタイムコード値のフレームの映像に到達する毎に、そのタイムコード値
に対応してこの記憶手段にパラメータとして記憶された画面上の位置に特殊効果を施すよ
うに特殊効果手段を制御するキーフレーム・タイムライン実行ステップとを有することを
特徴とする。
【００１３】
　上記発明によれば、操作者が、ジョグダイヤルでタイムコード値を指定すると、その指
定したタイムコード値のフレームの映像が映像再生装置から自動的に再生される。そして
、その再生映像を見て、画面上で特殊効果を施すべき位置をパラメータ指定手段でパラメ
ータとして指定する毎に、そのパラメータと、ジョグダイヤルで指定したタイムコード値
とを対応させたデータ（すなわちキーフレーム）が作成・記憶される。したがって、複数
のタイムコード値を指定し、それぞれのタイムコード値のフレームの再生映像における対
象物（特殊効果を施したい対象）の画面上の位置を指定するという簡単な作業を行うだけ
で、映像再生装置に記録された映像に対し、その映像中の対象物の動きに追随して、画面
上で特殊効果を施す位置を指定する（キーフレーム・タイムラインを作成する）ことがで
きる。
【００１４】
　そして、キーフレーム・タイムラインの作成後、操作者が実行指示手段を操作すると、
映像再生装置から映像が連続的に再生され、キーフレームのタイムコード値の映像に到達
する毎に、当該キーフレームのパラメータを用いて特殊効果を施すように特殊効果手段が
制御される。これにより、記録時と同じ速さで映像再生装置から映像を再生しながら、画
面上で特殊効果を施す位置をリアルタイムに変化させることができる。
【００１５】
　次に、本発明に係る別のエフェクトスイッチャーは、
　映像信号を入力するための複数の入力ラインと、
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　これらの入力ラインの映像から背景映像を選択するための背景映像選択手段と、
　これらの入力ラインに映像信号を供給する映像再生装置を制御するためのインターフェ
ース手段と、
　この背景映像選択手段で選択された背景映像に対して特殊効果を施すための特殊効果手
段と、
　この特殊効果手段で特殊効果を施された映像信号を外部に出力するための出力ラインと
、
　操作部と、
　記憶手段と、
　制御手段と、
を有し、
　この操作部は、
　この背景映像選択手段を制御する操作を行うための操作手段と、
　この特殊効果手段で施す特殊効果の種類を指定する操作を行うための操作手段と、
　タイムコード値を指定する操作を行うためのジョグダイヤルと、
　特殊効果のパラメータとして、画面上で特殊効果を施すべき位置を指定する操作を行う
ためのパラメータ指定手段と、
　特殊効果の実行を指示する操作を行うための実行指示手段と
を備え、
　この制御手段は、
　このジョグダイヤルでタイムコード値が指定されたことに応じて、このインターフェー
ス手段を介して、その指定されたタイムコード値のフレームから連続的にこの映像再生装
置に映像を再生させ、このパラメータ指定手段でパラメータが指定される毎に、そのパラ
メータと、そのパラメータが指定されたタイミングでのタイムコード値を示す情報とを、
この記憶手段に対応させて記憶させるキーフレーム・タイムライン作成処理と、
　この実行指示手段で特殊効果の実行が指示されたことに応じて、このインターフェース
手段を介して、この映像再生装置に映像を連続的に再生させ、この記憶手段に記憶された
タイムコード値のフレームの映像に到達する毎に、そのタイムコード値に対応してこの記
憶手段にパラメータとして記憶された画面上の位置に特殊効果を施すように特殊効果手段
を制御するキーフレーム・タイムライン実行処理とを行うことを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明に係る別の制御方法は、
　映像信号を入力するための複数の入力ラインと、
　これらの入力ラインの映像から背景映像を選択するための背景映像選択手段と、
　これらの入力ラインに映像信号を供給する映像再生装置を制御するためのインターフェ
ース手段と、
　この背景映像選択手段で選択された背景映像に対して特殊効果を施すための特殊効果手
段と、
　この特殊効果手段で特殊効果を施された映像信号を外部に出力するための出力ラインと
、
　操作部と、
　記憶手段と、
　制御手段と、
を有し、
　この操作部は、
　この背景映像選択手段を制御する操作を行うための操作手段と、
　この特殊効果手段で施す特殊効果の種類を指定する操作を行うための操作手段と、
　タイムコード値を指定する操作を行うためのジョグダイヤルと、
　特殊効果のパラメータとして、画面上で特殊効果を施すべき位置を指定する操作を行う
ためのパラメータ指定手段と、
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　特殊効果の実行を指示する操作を行うための実行指示手段と
を備えたエフェクトスイッチャーにおける映像再生装置の制御方法において、
　この制御手段が、このジョグダイヤルでタイムコード値が指定されたことに応じて、こ
のインターフェース手段を介して、その指定されたタイムコード値のフレームから連続的
にこの映像再生装置に映像を再生させ、このパラメータ指定手段でパラメータが指定され
る毎に、そのパラメータと、そのパラメータが指定されたタイミングでのタイムコード値
を示す情報とを、この記憶手段に対応させて記憶させるキーフレーム・タイムライン作成
ステップと、
　この制御手段が、この実行指示手段で特殊効果の実行が指示されたことに応じて、この
インターフェース手段を介して、この映像再生装置に映像を連続的に再生させ、この記憶
手段に記憶されたタイムコード値のフレームの映像に到達する毎に、そのタイムコード値
に対応してこの記憶手段にパラメータとして記憶された画面上の位置に特殊効果を施すよ
うに特殊効果手段を制御するキーフレーム・タイムライン実行ステップとを有することを
特徴とする。
【００１７】
　上記発明によれば、操作者が、ジョグダイヤルでタイムコード値を指定すると、その指
定したタイムコード値のフレームからの連続的な映像が映像再生装置から自動的に再生さ
れる。そして、その連続的な再生映像を見て、任意のフレームのタイミングで、画面上で
特殊効果を施すべき位置をパラメータ指定手段でパラメータとして指定する毎に、そのパ
ラメータと、そのタイミングでのタイムコード値とを対応させたデータ（すなわちキーフ
レーム）が作成・記憶される。したがって、連続的に再生される映像中の複数のフレーム
のタイミングで、それぞれ対象物（特殊効果を施したい対象）の画面上の位置を指定する
という簡単な作業を行うだけで、映像再生装置に記録された映像に対し、その映像中の対
象物の動きに追随して、画面上で特殊効果を施す位置を指定する（キーフレーム・タイム
ラインを作成する）ことができる。
【００１８】
　そして、キーフレーム・タイムラインの作成後、操作者が実行指示手段を操作すると、
映像再生装置から映像が連続的に再生され、キーフレームのタイムコード値の映像に到達
する毎に、当該キーフレームのパラメータを用いて特殊効果を施すように特殊効果手段が
制御される。これにより、記録時と同じ速さで映像再生装置から映像を再生しながら、画
面上で特殊効果を施す位置をリアルタイムに変化させることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、ＶＴＲなどの映像再生装置に記録された映像に対し、簡単な作業によ
り、その映像中の対象物の動きに追随して、画面上で特殊効果を施す位置を指定すること
ができ、且つ、記録時と同じ速さで映像を再生しながら、特殊効果を施す位置をリアルタ
イムに変化させることができるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明をエフェクトスイッチャーに適用した実施形態を、図面を用いて説明する
。図１は、本発明を適用したエフェクトスイッチャーの全体構成例を示す図である。この
エフェクトスイッチャーでは、主ユニット１と操作パネル２とが、例えばＬＡＮ（ローカ
ルエリアネットワーク）のような通信路３で接続されている。
【００２１】
　主ユニット１には、それぞれ１台ずつのＶＴＲやビデオカメラ等から映像信号を入力す
るための入力ライン４（１）～４（９）（図には入力ライン４（１）に映像信号を供給す
るＶＴＲ３１のみを描いている）と、背景映像選択スイッチ５と、特殊効果回路６と、主
ユニット１内の各部を制御するマイクロコンピュータ７とが設けられている。
【００２２】
　背景映像選択スイッチ５は、入力ライン４（１）～４（９）の映像から背景映像を選択
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するためのスイッチである。特殊効果回路６は、背景映像選択スイッチ５で選択された背
景映像に対して、デジタル信号処理によってモザイク，デフォーカス（レンズのピンぼけ
のように映像をぼかす処理），渦巻き（個々の画素の画像を渦巻状に移動させて元の画像
をわからなくする処理）等の特殊効果を施す回路である。特殊効果回路６が１つの特殊効
果に施すのに要する時間は、通常は１フレーム分の時間である。但し、特殊効果の内容に
よっては、さらに短い時間（１フレーム未満）で処理可能な場合もある。（画素のマッピ
ングが走査の順序をさかのぼることなく行われる場合には、フレーム全体を蓄積する必要
がないため。）
【００２３】
　特殊効果回路６で特殊効果を施された映像信号は、出力ライン８から主ユニット１の外
部に出力され、モニター３２に表示されるとともに、ＶＴＲ３３に送られたり、あるいは
図示しない番組送出用の機器に送られる。
【００２４】
　なお、実際には、主ユニット１には、２以上の背景映像選択スイッチや、キー映像選択
スイッチ（キーイングのために用いる映像を選択するためのスイッチ）も設けられており
、特殊効果回路６は、２以上の背景映像選択スイッチで選択された背景映像を用いてミッ
クス，ワイプ等の処理を行ったり、キー映像選択スイッチで選択された映像を用いて背景
映像に前景映像を重畳する機能も有しているが、それらは本発明とは直接関係しないので
説明を省略する。
【００２５】
　操作パネル２は、主ユニット１の制御や、外部のＶＴＲの制御を行うためのパネルであ
る。操作パネル２には、各種の操作を行うための操作部１１がパネル面上に設けられると
ともに、マイクロコンピュータ１２と、外部のＶＴＲを制御するためのシリアル通信イン
タフェースであるＲＳ－４２２インタフェース１３とが設けられている。
【００２６】
　操作部１１には、図示は省略するが、通常のエフェクトスイッチャーにおけるのと同様
に、背景映像選択スイッチ５を制御するための複数の釦や、特殊効果回路６で施す特殊効
果の種類を指定するための釦や、ミックス，ワイプ時に２つの背景映像の割合を制御する
ためのレバー等が設けられている。
【００２７】
　また、操作部１１には、通常のエフェクトスイッチャーにおけるのと同様に、ＶＴＲの
各種制御（記録，再生，ジョグ，早送り，巻き戻し，一時停止（静止画）等）を行ったり
制御対象のＶＴＲを選択するための釦等が設けられているが、映像を再生させるＶＴＲの
タイムコード値の入力は、図２に示すジョグダイヤル１４で行うようになっている（ただ
し、ジョグダイアルの代わりに釦でタイムコード値を入力するようになっていてもよい）
。
【００２８】
　さらに、本発明の特徴として、操作部１１には、図２に示すように、キーフレーム・タ
イムラインの作成や実行に関連する各種の釦等が設けられている。このうち、位置指定ノ
ブ１５は、棒状の取っ手をパネル面上で上下左右方向に傾けることにより、特殊効果のパ
ラメータとして、画面上で特殊効果を施すべき横方向，縦方向の位置を指定する操作を行
うためのものである。
【００２９】
　パラメータ入力部１６は、位置以外の下記の（ａ）～（ｄ）のようなパラメータの値を
ＧＵＩ（グラフィカルユーザインタフェース）や回転ダイヤル等によって入力するための
ものである。
　（ａ）特殊効果を施す画面上の領域の、横方向，縦方向それぞれの大きさ
  （ｂ）効果の程度（モザイクの場合の粒度や、デフォーカスの場合のぼかしの強さや、
色に関する変化等）
  （ｃ）特殊効果の種類（モザイク，デフォーカス，渦巻き等）毎のオン／オフ
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  （ｄ）画面上で特殊効果を施す位置の数
【００３０】
　タイムライン作成モード釦１７は、キーフレーム・タイムラインの作成モードの開始・
終了を指示するための釦である。
【００３１】
　表示選択釦１８は、キーフレーム・タイムラインの作成時に、位置指定ノブ１５で指定
した位置に、特殊効果を施すのか、元の映像がはっきり見えるようなマークを表示するの
かを選択したり、マーク表示の場合にマークの種類（十字線や、透明な円や、透明な正方
形や、十字線と透明な円または正方形との組合せ等）を選択するための釦である。
【００３２】
　補間選択釦１９は、キーフレーム・タイムラインの作成時に、個々のキーフレームの間
を補間するか否かを選択するための釦である。
【００３３】
　キーフレーム登録釦２０は、キーフレーム・タイムラインの作成時に個々のキーフレー
ムの登録を指示するための釦である。
【００３４】
　タイムライン実行釦２１は、作成したキーフレーム・タイムラインの実行を指示するた
めの釦である。
【００３５】
　録画釦２２は、キーフレーム・タイムラインの実行時に、特殊効果を施した映像を録画
することを指示するための釦である。
【００３６】
　なお、図２に示した釦等のレイアウトはあくまで一例であり、適宜のレイアウトでこれ
らの釦等を設けてよい。また、既存の釦を、モードを切り替えることにより、図２に示し
たようなキーフレーム・タイムラインの作成や実行用の釦として使用してもよい。
【００３７】
　マイクロコンピュータ１２は、操作部１１の操作内容に応じたコマンドを、通信路３を
介して主ユニット１のマイクロコンピュータ７に送信したり、ＲＳ－４２２インタフェー
ス１３を介してＶＴＲ３１，３３等に送信する。
【００３８】
　図３は、マイクロコンピュータ１２が、ＶＴＲに記録された映像に対してキーフレーム
・タイムラインを作成する処理を示すフローチャートである。この処理は、操作部１１の
タイムライン作成モード釦１７（図２）でキーフレーム・タイムラインの作成モードの開
始が指示されたことに応じてスタートし、最初に、映像を再生させるＶＴＲのタイムコー
ド値がジョグダイヤル１４で入力されるまで待機する（ステップＳ１）。
【００３９】
　タイムコード値が入力されると、そのタイムコード値を、変数ｃｔの値としてセットす
る（ステップＳ２）。そして、ＲＳ－４２２インタフェース１３（図１）を介して、映像
を再生させるＶＴＲ（例えば図１の背景映像選択スイッチ５で入力ライン４（１）が選択
されている場合にはＶＴＲ３１）に、タイムコード値ｃｔのフレームまでキューアップさ
せるコマンドを送信する（ステップＳ３）。
【００４０】
　続いて、キーフレーム・タイムラインのデータ（以下単にタイムラインデータと呼ぶ）
を記憶するためにマイクロコンピュータ１２内のメモリ２３に用意した領域に、先頭のタ
イムコードの値ｃｔｓとして値ｃｔを記憶するとともに、補間選択釦１９（図２）の選択
結果を記憶する（ステップＳ４）。そして、変数ｃｔの値をｃｔ０にセットし（ステップ
Ｓ５）、キーフレームの番号を表す添え字ｉを０にセットして（ステップＳ６）、操作部
１１で何らかの新たな操作が行われるまで待機する（ステップＳ７）。
【００４１】
　新たな操作が行われると、その操作内容を判別する（ステップＳ８）。そして、位置指
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定ノブ１５で画面上の位置を指定する操作が行われたと判別した場合には、指定された横
方向，縦方向の位置を、画面上で特殊効果を施すべき横方向，縦方向の位置を示す変数ｘ
，ｙにセットする（ステップＳ９）。そして、表示選択釦１８の操作内容に応じて、画面
上のこのｘ，ｙの位置に特殊効果を施すか、またはこのｘ，ｙの位置に元の映像がはっき
り見えるようなマークを重畳する処理を主ユニット１の特殊効果回路７に実行させるコマ
ンドを、通信路３を介して主ユニット１のマイクロコンピュータ７に送信する（ステップ
Ｓ１０）。そしてステップＳ７に戻る。
【００４２】
　ステップＳ８において、パラメータ入力部１６（図２）で位置以外のパラメータの値が
入力されたと判別した場合には、入力されたパラメータの値を、メモリ２３のワークエリ
アに一時的に記憶する（ステップＳ１１）。そして、表示選択釦１８で特殊効果を施すこ
とが選択されている場合には、一時記憶したパラメータの値を、ステップＳ１０で特殊効
果回路７に施させている特殊効果に反映させるコマンドを、通信路３を介して主ユニット
１のマイクロコンピュータ７に送信する（ステップＳ１２）。（表示選択釦１８でマーク
を表示することが選択されている場合には、このステップＳ１２は省略される。）そして
ステップＳ７に戻る。
【００４３】
　ステップＳ８において、キーフレーム登録釦２０（図２）が操作されたと判別した場合
には、まず、ｉが１以上であり、且つ、ｃｔとｃｔ０とが等しい状態にあるか否かを判断
する（ステップＳ１３）。イエスであれば、そのままステップＳ７に戻る。他方ノーであ
れば、メモリ２３のタイムラインデータの領域に、番号ｉ－１のキーフレームＫＦ［ｉ－
１］についての“Duration”（キーフレームＫＦ［ｉ－１］と次のキーフレームＫＦ［ｉ
］との間に何フレーム分の間隔があるかを示す情報）の値として（ｃｔ－ｃｔ０）を記憶
するとともに、キーフレームＫＦ［ｉ］についての特殊効果のパラメータの値として、ス
テップＳ９でセットしたｘ，ｙの値と、ステップＳ１１で一時記憶した位置以外のパラメ
ータの値とを記憶する（但し、キーフレームはＫＦ［０］から始まるので、ｉ＝０のとき
にはDurationは記憶しない）（ステップＳ１４）。
【００４４】
　そして、キーフレームの番号を表す添え字ｉを１だけインクリメントし（ステップＳ１
５）、変数ｃｔ０の値をDurationの値だけインクリメントして（ステップＳ１６）、ステ
ップＳ７に戻る。なお、ステップＳ１３の判断は、同じタイムコード値のフレームでキー
フレーム登録釦２０を２度以上操作してしまった場合に、２度目以降の操作によって誤っ
たキーフレームが作成されることを防止するためのものである。
【００４５】
　ステップＳ８において、ジョグダイヤル１４で新たなタイムコード値が入力されたと判
別した場合には、そのタイムコード値を、変数ｃｔの新たな値としてセットする（ステッ
プＳ１７）。そして、ＲＳ－４２２インタフェース１３を介して、映像を再生させるＶＴ
Ｒに、タイムコード値ｃｔのフレームまでキューアップさせるコマンドを送信する（ステ
ップＳ１８）。そしてステップＳ７に戻る。
【００４６】
　ステップＳ８において、タイムライン作成モード釦１７でキーフレーム・タイムライン
の作成モードの終了が指示されたと判別した場合には、キーフレーム・タイムラインの作
成を終了して（ステップＳ１９）、キーフレーム・タイムラインの作成モードを終了する
。
【００４７】
　ステップＳ８において、その他の操作が行われたと判別した場合には、タイムライン作
成モードの処理としては、そのままステップＳ７に戻る。
【００４８】
　図４は、図３の処理によって作成するキーフレーム・タイムラインの概念を示す図であ
り、横軸が時間軸である。「キーフレーム」とは、予め、特殊効果のパラメータと、その
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特殊効果を施す映像フレームのタイムコードとを対応させたデータである。「タイムライ
ン」とは、こうしたキーフレームを、タイムコードの時間順に複数並べたデータである。
図４の例では、タイムコード（秒とフレームの単位のみ記してる）００秒００フレーム 
から００秒０９フレームまでの時間を示しており、“ＫＦ”という文字を付加した００秒
００フレーム，００秒０４フレーム及び００秒０９フレームに、キーフレームが存在して
いる。
【００４９】
　図４では、特殊効果のパラメータとして、画面上の横方向，縦方向の位置を示す変数ｘ
，ｙを示しており、００秒００フレームではｘ＝２５，ｙ＝１１０になっており、００秒
０４フレームではｘ＝３０，ｙ＝１２０になっており、００秒０９フレームではｘ＝５０
，ｙ＝９５になっている。
【００５０】
　図５は、図４の例に対応して、図３の処理によって作成・記憶されるタイムラインデー
タの構造を示す図である。００秒００フレーム，００秒０４フレーム，００秒０９フレー
ムにそれぞれキーフレームＫＦ［０］，ＫＦ［１］，ＫＦ［２］が作成されている。キー
フレームＫＦ［０］，ＫＦ［１］，ＫＦ［２］のDurationの値（図３のステップＳ１４で
記憶される値）は、それぞれ４，５，５である（但し、キーフレームＫＦ［２］のDurati
onの値５は、００秒１４フレームにキーフレームＫＦ［３］が作成された場合の値である
）。
【００５１】
　キーフレームＫＦ［０］，ＫＦ［１］，ＫＦ［２］のパラメータ（ｘ，ｙ）の値（図３
のステップＳ１４で記憶される値）は、それぞれ（２５，１１０），（３０，１２０），
（５０，９５）になっている。図５では、位置以外のパラメータは図示を省略している。
【００５２】
　「補間指定」は、図３のステップＳ４で記憶した補間選択釦１９の選択結果であり、“
step”は補間しないこと（キーフレーム間のフレームで、直前のキーフレームでの値を保
持すること）を示しており、“linear”は補間すること（キーフレーム間のフレームで、
直前のキーフレームと直後のキーフレームでの値を線形補間すること）を示している。
【００５３】
　先頭フレームｃｔｓは、図３のステップＳ４で記憶したタイムコードの値ｃｔであり、
ここでは００秒００フレームである。
【００５４】
　図６は、マイクロコンピュータ１２が、図３の処理で作成・記憶したキーフレーム・タ
イムラインを実行する処理を示すフローチャートである。この処理は、タイムライン実行
釦２１（図２）が操作されたことに応じてスタートし、最初に、図３の処理でメモリ２３
に記憶したタイムラインデータ（図５参照）から、先頭タイムコードｃｔｓの情報を取得
する（ステップＳ２１）。そして、ＲＳ－４２２インタフェース１３（図１）を介して、
映像を再生させるＶＴＲ（例えば図１の背景映像選択スイッチ５で入力ライン４（１）が
選択されている場合にはＶＴＲ３１）に、タイムコード値ｃｔｓのフレームまでキューア
ップさせるコマンドを送信する（ステップＳ２２）。
【００５５】
　続いて、ＲＳ－４２２インタフェース１３を介して、そのＶＴＲに、通常の再生速度で
映像を再生させるコマンドを送信する。また、録画釦２２（図２）が操作されている場合
には、ＲＳ－４２２インタフェース１３を介して、特殊効果を施した映像を記録するＶＴ
Ｒ（例えば図１のＶＴＲ３３）に、記録を開始させるコマンドを送信する（ステップＳ２
３）。
【００５６】
　続いて、キーフレームの番号を表す添え字ｉを０にセットする（ステップＳ２４）。そ
して、メモリ２３内のタイムラインデータ中のキーフレームＫＦ［ｉ］の各パラメータ（
画面上で特殊効果を施すべき位置ｘ，ｙや、位置以外のパラメータ）の値を読み出し、そ
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のパラメータ値を用いて特殊効果回路６を制御させるコマンドを、通信路３を介して主ユ
ニット１のマイクロコンピュータ７に送信する（ステップＳ２５）。
【００５７】
　続いて、ステップＳ２５でパラメータを読み出したキーフレームが、メモリ２３内のタ
イムラインデータにおける最終キーフレームであるか否かを判断する（ステップＳ２６）
。ノーであれば、このタイムラインデータ中の「補間指定」が“step”であるか否かを判
断する（ステップＳ２７）。イエスであれば、このタイムラインデータ中のキーフレーム
ＫＦ［ｉ］のDurationの値の分だけ再生フレームをカウントした後（ステップＳ２８）、
ステップＳ３７に進む。
【００５８】
　ステップＳ２７においてノーであった場合（補間指定が“linear”であった場合）は、
キーフレームＫＦ［ｉ］のDurationの値が１であるか否かを判断する（ステップＳ２９）
。イエスであれば、次のフレームまで待機した後（ステップＳ３０）、ステップＳ３７に
進む。
【００５９】
　ステップＳ２９においてノーであった場合（キーフレームＫＦ［ｉ］のDurationの値が
２以上であった場合）は、変数ｊを１にセットした後（ステップＳ３１）、次のフレーム
まで待機する（ステップＳ３２）。そして、メモリ２３内のタイムラインデータ中のキー
フレームＫＦ［ｉ］のDurationの値をｎｆとして、タイムラインデータ中の各パラメータ
毎に、キーフレームＫＦ［ｉ］の当該パラメータの値ｐ（ｉ）とキーフレームＫＦ［ｉ＋
１］の当該パラメータの値ｐ（ｉ＋１）との差にｊ／ｎｆを乗じた値Δ、すなわちΔ＝｛
ｐ（ｉ＋１）－ｐ（ｉ）｝×（ｊ／ｎｆ）を求める（ステップＳ３３）。
【００６０】
　そして、メモリ２３内のタイムラインデータ中のキーフレームＫＦ［ｉ］の各パラメー
タの値に、ステップＳ３３で当該パラメータについて求めた値Δを加算し、その加算した
パラメータ値を用いて特殊効果回路６を制御させるコマンドを、通信路３を介して主ユニ
ット１のマイクロコンピュータ７に送信する（ステップＳ３４）。
【００６１】
　続いて、ｊを１だけインクリメントして（ステップＳ３５）、ｊがキーフレームＫＦ［
ｉ］のDurationの値よりも小さいか否かを判断する（ステップＳ３６）。イエスであれば
、ステップＳ３２に戻ってステップＳ３２～Ｓ３６を繰り返す。そして、ステップＳ３６
においてノーになると、ステップＳ３７に進む。ステップＳ３７では、ｉを１だけインク
リメントして、ステップＳ２５に戻る。
【００６２】
　ステップＳ２６でイエスになると、ステップＳ２３で再生コマンド送信したＶＴＲに、
ＲＳ－４２２インタフェース１３を介して再生終了のコマンドを送信するとともに、ステ
ップＳ２３で記録開始コマンド送信したＶＴＲに、ＲＳ－４２２インタフェース１３を介
して記録終了のコマンドを送信する（ステップＳ３８）。そして、キーフレーム・タイム
ラインの実行を終了する。
【００６３】
　図７及び図８は、図４のパラメータｘ，ｙを例にとって、タイムラインデータ中の「補
間指定」が“step”であった場合と“linear”であった場合との図６の処理内容の相違点
（ステップＳ２８の処理と、ステップＳ３２～Ｓ３６の処理との相違点）を示す図である
。このうち図７は、補間指定が“step”であった場合の処理を示しており、キーフレーム
の間の００秒０１フレーム～００秒０３フレーム，００秒０５フレーム～００秒０８フレ
ームでは、それぞれ直前のキーフレームのｘ，ｙの値と同じ値で特殊効果回路６が制御さ
れる。
【００６４】
　他方、図８は、補間指定が“linear”であった場合の処理を示しており、キーフレーム
の間の００秒０１フレーム～００秒０３フレーム，００秒０５フレーム～００秒０８フレ
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ームでは、それぞれ直前のキーフレームのｘ，ｙの値と直後のキーフレームのｘ，ｙの値
とを線形補間した値で特殊効果回路６が制御される。００秒０１フレームでのｘの値を例
にとれば、図６のステップＳ３３でΔ＝（３０－２５）×（１／４）＝１．２５が求めら
れ、図６のステップＳ３４においてｘ＝２５＋１．２５＝２６（小数点は四捨五入）で特
殊効果回路６が制御される。また、００秒０２フレームでのｘの値を例にとれば、図６の
ステップＳ３３でΔ＝（３０－２５）×（２／４）＝２．５が求められ、図６のステップ
Ｓ３４においてｘ＝２５＋２．５＝２８（小数点は四捨五入）で特殊効果回路６が制御さ
れる。
【００６５】
　次に、このエフェクトスイッチャーを操作する操作者が、ＶＴＲに記録された映像に対
してキーフレーム・タイムラインを作成する様子について説明する。
【００６６】
　〔操作手順１〕
　キーフレーム・タイムラインを作成する際には、操作者は、操作パネル２の操作部１１
で、表示選択釦１８や補間選択釦１９（図２）での選択操作を行った後、タイムライン作
成モード釦１７（図２）でキーフレーム・タイムラインの作成モードの開始を指示する。
【００６７】
　そして、操作部１１で、特殊効果を施したい映像を記録しているＶＴＲ（ここでは、図
１の背景映像選択スイッチ５で入力ライン４（１）を選択して、ＶＴＲ３１に記録されて
いる映像に特殊効果を施すものとする）を制御して映像をコマ送り等で再生させる。そし
て、主ユニット１（図１）の入力ライン４（１），背景映像選択スイッチ５，特殊効果回
路６，出力ライン８を順に経由してモニター３２（図１）に表示される再生映像を見なが
ら、モザイク等の特殊効果を施したい対象が存在しているフレームのタイムコード値をジ
ョグダイヤル１４で入力する。
【００６８】
　すると、図３の処理のステップＳ１～Ｓ３により、ジョグダイヤル１４で入力したタイ
ムコード値のフレームの映像（静止画）が、ＶＴＲ３１から再生されてモニター３２に表
示される。
【００６９】
　〔操作手順２〕
　操作者は、このモニター３２の表示画面を見て、特殊効果を施したい対象が存在してい
る画面上の位置を、位置指定ノブ１５（図２）で指定する。また、パラメータ入力部１６
を操作して、位置以外のパラメータ（前述の（ａ）～（ｄ）のような、特殊効果を施す画
面上の領域の大きさ等のパラメータ）を入力する。
【００７０】
　すると、表示選択釦１８で特殊効果を施すことを選択していた場合には、図３の処理の
ステップＳ１０，Ｓ１２により、位置指定ノブ１５で指定した画面上の位置に、キーフレ
ーム・タイムラインの実行時と同じ特殊効果が施される。他方、表示選択釦１８でマーク
表示を選択していた場合には、図３の処理のステップＳ１０により、位置指定ノブ１５で
指定した画面上の位置に、元の映像がはっきり見えるようなマークが表示される。図９（
ａ）は、一例として、特殊効果を施したい画面上の位置として、人物の顔の部分を位置指
定ノブ１５で指定し、この顔の部分にマークＭ（十字線と透明な正方形とを組み合わせた
もの）が表示された様子を示している。
【００７１】
　なお、表示選択釦１８で特殊効果を選択した場合とマーク表示を選択した場合には、そ
れぞれ次のような利点・欠点があると考えられる。
　（１）特殊効果を選択した場合
　　利点：キーフレーム・タイムラインの実行時に実際にどのように特殊効果が施される
のかという結果を把握しながら位置を指定することができる。
    欠点：特殊効果を施した部分は元の映像が見えにくくなるため、位置を調整する作業
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を行いにくくなる場合がある。
　（２）マーク表示を選択した場合
　　利点：常に画面全体の映像がはっきり見えるため、位置を調整する作業を行いやすい
。
    欠点：キーフレーム・タイムラインの実行時の実際の結果を把握することはできない
。
　操作者は、それぞれの利点・欠点を比較して、利点として優先したり欠点として許容で
きるほうを表示選択釦１８で選択する（例えば、実際の結果を把握できるという利点を優
先したい場合は特殊効果を選択する）ようにすればよい。
【００７２】
　〔操作手順３〕
　操作者は、このようにして画面上の位置の指定や位置以外のパラメータの入力を行った
後、キーフレーム登録釦２０（図２）を操作する。すると、図３の処理のステップＳ１４
により、マイクロコンピュータ１２内のメモリ２３のタイムラインデータの領域に、最初
のキーフレームＫＦ［０］についての特殊効果のパラメータの値（図５参照）が記憶され
る。
【００７３】
　〔操作手順４〕
　続いて、操作者は、次にキーフレームを作成したいフレームのタイムコード値を、ジョ
グダイヤル１４で入力する。すると、図３の処理のステップＳ１７～Ｓ１８により、その
タイムコード値のフレームの映像がモニター３２に表示されるので、最初のフレームの場
合と同様に、特殊効果を施したい画面上の位置を位置指定ノブ１５で指定するとともに、
位置以外のパラメータをパラメータ入力部１６で入力する。
【００７４】
　すると、やはり、図３の処理のステップＳ１０，Ｓ１２により、位置指定ノブ１５で指
定した画面上の位置に、表示選択釦１８の選択結果に応じて特殊効果が施されるかまたは
マーク表示が行われる。図９（ｂ）は、図９（ａ）と同じ人物（ただし、前回のフレーム
からは画面上の位置が変化している）の顔の部分を位置指定ノブ１５で指定し、この顔の
部分に前回と同じマークＭが表示された様子を示している。
【００７５】
　〔操作手順５〕
　そして、操作者がキーフレーム登録釦２０を操作すると、図３の処理のステップＳ１４
により、メモリ２３のタイムラインデータの領域に、２番目のキーフレームＫＦ［１］に
ついての特殊効果のパラメータの値が記憶されるとともに、最初のキーフレームＫＦ［０
］についてのDurationの値（図５参照）が記憶される。
【００７６】
　〔操作手順６〕
　以下、操作者が、必要に応じて前述の〔操作手順４〕及び〔操作手順５〕を繰り返すこ
とにより、図５に例示したようなタイムラインデータが記憶されていく。そして、操作者
がタイムライン作成モード釦１７でキーフレーム・タイムラインの作成モードの終了を指
示すると、キーフレーム・タイムラインの作成が完了する。
【００７７】
　このように、このエフェクトスイッチャーでは、操作者が、ジョグダイヤル１４でタイ
ムコード値を指定すると、その指定したタイムコード値のフレームの映像がＶＴＲから自
動的に再生される。そして、その再生映像を見て、画面上で特殊効果を施すべき位置を位
置指定ノブ１５で指定したり位置以外のパラメータの値をパラメータ入力部１６で入力す
ると、それらのパラメータの値と、ジョグダイヤル１４で指定したタイムコード値とを対
応させたキーフレームが作成・記憶される。
【００７８】
　したがって、複数のタイムコード値を指定し、それぞれのタイムコード値のフレームの
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再生映像における対象物（特殊効果を施したい対象）の画面上の位置を指定するという簡
単な作業を行うだけで、ＶＴＲに記録された映像に対し、その映像中の対象物の動きに追
随して、画面上で特殊効果を施す位置を指定する（キーフレーム・タイムラインを作成す
る）ことができる。
【００７９】
　そして、このようにキーフレーム・タイムラインを作成した後、操作者が操作パネル２
の操作部１１でタイムライン実行釦２１（図２）を操作すると、図６の処理により、ＶＴ
Ｒから通常の再生速度で映像が連続的に再生され、キーフレームのタイムコード値の映像
に到達する毎に、当該キーフレームのパラメータを用いて特殊効果を施すように特殊効果
回路６が制御される。
【００８０】
　これにより、記録時と同じ速さでＶＴＲから映像を再生しながら、画面上で特殊効果を
施す位置をリアルタイムに（特殊効果回路６において１つの特殊効果に施すのに要する時
間が１フレーム分の時間なので、数段の特殊効果を続けて施す場合でも、僅か数フレーム
分の時間の遅れで）変化させることができる。
【００８１】
　また、操作者がタイムラインを実行する目的としては、
　・確認：できばえを確認するため
　・放送：ＶＴＲから映像を再生しながら、特殊効果を施した映像を放送出力とするため
　・録画：特殊効果を施した映像を、ＶＴＲ等の録画機器で記録するため
などがあるが、このうち録画を目的とする場合には、タイムライン実行釦２１を操作する
前に録画釦２２（図２）を操作しておけば、映像を再生するＶＴＲへの再生コマンドと同
時に、特殊効果を施した映像を記録するＶＴＲへの記録開始コマンドが送信され（図６の
ステップＳ２３）、且つ、映像を再生するＶＴＲへの再生終了コマンドと同時に、特殊効
果を施した映像を記録するＶＴＲへの記録終了コマンドが送信される（図６のステップＳ
３８）。したがって、操作者が煩雑な操作を行うことなく、特殊効果を施した映像を自動
的に録画することができる。
【００８２】
　最後に、図３に示したキーフレーム・タイムライン作成処理の変更例について説明する
。図１０は、キーフレーム・タイムライン作成処理の変更例を示すフローチャートであり
、図３と共通する処理部分には同一のステップ番号を付している。この変更例では、ステ
ップＳ６とステップＳ８との間で、図３のステップＳ７の処理に代えて、操作部１１で何
らかの新たな操作が行われたか否かの判断（ステップＳ４１）と、予め設定された一定時
間が経過したか否かの判断（ステップＳ４２）とを、いずれかでイエスとなるまで繰り返
す。
【００８３】
　また、図３のステップＳ１７，Ｓ１８に該当する処理は行わない（ステップＳ８におい
てジョグダイヤル１４が操作されたと判別した場合には、そのままステップＳ４１に戻る
。）
【００８４】
　ステップＳ４１でイエスになると、ステップＳ８に進む。ステップＳ４２でイエスにな
ると、変数ｃｔの値を１だけインクリメントした後（ステップＳ４３）、ＲＳ－４２２イ
ンタフェース１３（図１）を介して、映像を再生させるＶＴＲに、タイムコード値ｃｔの
フレームまでキューアップさせるコマンドを送信する（ステップＳ４４）。そして、ステ
ップＳ４１に戻る。その他の部分の処理は、図３の処理と同じである。
【００８５】
　ステップＳ４２における一定時間とは、モニター３２に１つのフレームの映像が表示さ
れてから、操作者が画面上で特殊効果を施したい位置を指定したり位置以外のパラメータ
を入力するまでに通常要する程度の時間であり、例えば数十ミリ秒乃至１０秒程度の時間
である。また、操作者が、操作部１１でこの時間を任意に設定したり、映像の進行に応じ
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て操作部１１でこの時間を調整できるようにしてもよい。
【００８６】
　この変更例によれば、操作者がジョグダイヤル１４でタイムコード値を指定すると、ス
テップＳ４２～Ｓ４４により、その指定したタイムコード値のフレームからの連続的なフ
レームの映像が、十分な低速（操作者が、個々のフレームの画面上で特殊効果を施したい
位置を指定したり位置以外のパラメータを入力できる速度）でＶＴＲから自動的に再生さ
れる。そして、その連続的な再生映像を見て、任意のフレームのタイミングで、画面上で
特殊効果を施すべき位置を位置指定ノブ１５で指定したり位置以外のパラメータの値をパ
ラメータ入力部１６で入力してキーフレーム登録釦２０を操作する毎に、それらのパラメ
ータの値と、そのタイミングでのタイムコード値とを対応させたキーフレームが作成・記
憶される。
【００８７】
　したがって、十分な低速で連続的に再生される映像中の複数のフレームのタイミングで
、それぞれ対象物（特殊効果を施したい対象）の画面上の位置を指定するというやはり簡
単な作業を行うだけで、ＶＴＲに記録された映像に対し、その映像中の対象物の動きに追
随して、画面上で特殊効果を施す位置を指定する（キーフレーム・タイムラインを作成す
る）ことができる。
【００８８】
　この図１０の変更例に対するさらに一部の変更例として、１つのフレームが開始してか
ら終了するまでの間に位置指定ノブ１５とパラメータ入力部１６との両方が操作された（
あるいは少なくとも位置指定ノブ１５が操作された）場合に、キーフレーム登録釦が操作
されなくても、そのフレームの終了時点でキーフレームを作成・記憶するようにしてもよ
い。それにより、１フレーム内に操作しなければならない釦の数が少なくなるので、映像
の再生速度を幾分早くしてもキーフレーム・タイムラインを作成することができるように
なる。
【００８９】
　また、ステップＳ６とステップＳ８との間では図３のステップＳ７と同じ処理を行い、
ステップＳ３のほうで、キューアップコマンドに加えて、映像を低速で再生し続けるコマ
ンドを送信するようにしても、やはり、操作者がジョグダイヤル１４で指定したタイムコ
ード値のフレームからの連続的なフレームの映像を低速で自動的に再生させることができ
る。その場合には、図１０のステップＳ４３に代替する処理として、ステップＳ５の処理
を行った後、新たなフレームの映像が再生される毎に変数ｃｔの値を１ずつインクリメン
トするようにすればよい。
【００９０】
　なお、以上の例では、図６のキーフレーム・タイムライン実行処理を、操作パネル２の
タイムライン実行釦２１（図２）が操作されたことに応じてスタートしている。しかし、
例えばこのエフェクトスイッチャーと編集装置（エディター）とが相互に接続されている
ような場合に、編集装置のほうからも、キーフレーム・タイムラインの実行を指示するコ
マンドを操作パネル２のマイクロコンピュータ１２に送り、そのコマンドを受信した場合
にもマイクロコンピュータ１２が図６のキーフレーム・タイムライン実行処理をスタート
するようにしてもよい。あるいはまた、パラレル入出力制御用のポートであるＧＰＩ（Ge
neral Purpose Interface）ポートを操作パネル２に設け、外部のコントローラからその
ＧＰＩポートを介してキーフレーム・タイムラインの実行を指示するコマンドをマイクロ
コンピュータ１２に送り、そのコマンドを受信した場合にもマイクロコンピュータ１２が
図６のキーフレーム・タイムライン実行処理をスタートするようにしてもよい。
【００９１】
　また、以上の例ではＲＳ－４２２インタフェースを介してＶＴＲを制御しているが、ネ
ットワークを介してＶＴＲを制御するようにしてもよい。
【００９２】
　また、以上の例ではＶＴＲを制御しているが、ＶＴＲ以外の映像再生装置や録画機器（
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例えば、光ディスクやハードディスクを記録媒体として使用するもの）を制御するように
してもよい。
【００９３】
　また、以上の例ではエフェクトスイッチャーに本発明を適用しているが、本発明は、エ
フェクトスイッチャー以外の装置であって、映像再生装置を制御してその再生映像に対し
て特殊効果を施す装置にも適用してよい。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本発明を適用したエフェクトスイッチャーの全体構成例を示す図である。
【図２】操作パネルの操作部上の、キーフレーム・タイムラインに関連する釦等を示す図
である。
【図３】操作パネルのマイクロコンピュータがキーフレーム・タイムラインを作成する処
理を示すフローチャートである。
【図４】キーフレーム・タイムラインの概念を示す図である。
【図５】図３の処理によって作成・記憶されるキーフレーム・タイムラインのデータ構造
を示す図である。
【図６】操作パネルのマイクロコンピュータがキーフレーム・タイムラインを実行する処
理を示すフローチャートである。
【図７】補間指定が“step”である場合の、キーフレーム間のフレームでのｘ，ｙの値を
例示する図である。
【図８】補間指定が“linear”である場合の、キーフレーム間のフレームでのｘ，ｙの値
を例示する図である。
【図９】キーフレーム・タイムライン作成時の画面表示の例を示す図である。
【図１０】図３の処理の変更例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００９５】
　１　主ユニット、　２　操作パネル、　３　通信路、　４（１）～４（９）　入力ライ
ン、　５　背景映像選択スイッチ、　６　特殊効果回路、　７　マイクロコンピュータ、
　１１　操作部、　１２　マイクロコンピュータ、　１３　ＲＳ－４２２インタフェース
、　１４　ジョグダイヤル、　１５　位置指定ノブ、　１６　パラメータ入力部、　１７
　タイムライン作成モード釦、　１８　表示選択釦、　１９　補間選択釦、　２０　キー
フレーム登録釦、　２１　タイムライン実行釦、　２２　録画釦、　２３　メモリ、　３
１，３３　ＶＴＲ、　３２　モニター
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